
跡   

甲＼  

昭和6ユ年  

前橋市教育委貞会  

前橋市埋蔵文化財調査団  



榛名Ill、赤城山、谷川連峰をうーテ後にひかえ＿＿＝判卦分寺の7沌の塔、建築物の北を望  

み、推定＿1二野国国府域の央側に位閲し、すぐ南には推定東111道が東西に通っている地  

である。  

この地に三井興業株式会杵の8階建の本社昆の移帖が計画された。それに伴う調査  

である。   

調査の紬来、約2111に及ぶ溝が発見された上に木杭がみつかっている。土拡、柵、  

らせん状昭文を有する土端等が発見されている。   

この訓動こかかわったl11武考1l▲学研究所、彿酎こ全面的協力をいただいた三井興業  

株式会社、調査拙当省、作業日の方々に感謝を小し上げます。   

本報告刊：を刊行できたことは斯学の発展のため少しでも寄与できればヰいと存じま  

す。  

d■ヽ      ヽ  

11侶I161年3月201三I  
′■ヽ  

前橋市棚蔵文化財党側闇惰弱I  

川長 奈良 三111i   



1．本il‡二は1うi川桁If元総社川」▲の三井興業本社社昆及テナントビル、附′肛粧申場棟の建設に什う叫   

1朴絶州訓奔の二粧告粥である。  

2．発裾は前楠再教育要目会指牒のもとl＝武射．・榊ノ恍所が担当し、卿膵捕励刷恍仰軋   

肥IL州i－・が行なった。  

3．遺跡の所在地は肝一l拗甘酢楠市元総和潮■lTII2番地である。  

4．訓査は昭利60年9月171二lから11月131‡ほでの581三川‖こわたって尖施した。  

5．本宮の遺物・図面の整理は肥州順一がJ▲l1当し、石井日々子の協力を得た。本刊二の執堆は節   

1草を布川胤雄、仙を肥I川偵一が担当した。  

6．本鞘の編集は肥胴川fi－が行なった。  

7．発掘肌塞から本軒川行に吾るまで、下記の機l勘、諸氏の指草、助言を賜った。記して感謝  

の恵を来する。   

前橋打数育委員会、三・ル興業株式会社  

8．発裾馴奔参加者（敬称Ill侶1二十常州ri）   

飯塚1けけ・石l侶羊子 三川l‡ll叫郎 加藤ノU乱丁 金井福次郎 木村妙子 木村木次郎   

小幕トミ  イ許沢長治 松川隆次 柳偵久イ∴江  

ペ■ヽヽ  

1．各遺溝の略1」・は次の通りである。  

D…」二肱 ⅥJ…柵 G…グリッド  

2．実測l稟lの縮尺は次の過りである。  

仝イ村雲】1／400 溝1／80 上址1／60  ペ■ヽ  二1二端1／31！「絨1／3  

3．スクリントーンを貼付した部分は遺構の図では損乱を、また遺物の図では灰剃l及びH也処  

即の遺物をそれぞれ示している。  

4．木調奔部分とトレンナ部分のグリッド番号を軌一するため、党抑制査咽のグリッド番サを   

変更した。  

1G→（1－2G 2G－・C，2G 3G→f，2G zIG→（1L3G  5G→e－3G  

6G－・r－3G lトレ（1）→a－1G lトレ（2）→b－1G lトレ（3）→C－1C  

2トレ（1）・3トレ（1）→a－2G 2トレ（2）・3トレ（2）→l）－2（； 2トレ（3）・3トレ（3）→  

c－2G   
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節1章 制動こ余る経過  

60．′1．7 建築指中潮より元結什lTl‡2番地（l，46l．61112）の艮閃聞発に什う協議依跡が拙  

州される（，同じく小葉署、三・ルり・け某株〕・（会什代衣取締㍑・七J‡しチ√り太より表面調奔休  

頼を受ける。  

60．5．24 表面訓奔基地。当該地は蛸二卜され遺物搾取は十両朝であったが、元総社地lさこは国府  

l玉1分与∵紛什伸裾野■t－‘代■卜．野の国の車L、となっていた所であるズb試抑制奔のゼ、婁  

があり、その旨を建築指♯課及び雄■業者に回答。  

（札6．18 拭鮎川査失地（，トレンナ3条を人れた紬雄、平安時代の遺物也合冊・⊥砿・柵・十  

nl冊昔・勾■仙：昔昔をイ斜tl。  

（う0．6．24 冨山仙制奔紬≠を建築指癌裸及び小葉者▲にI百1答。  

（；0．7．5 小葉者より党抑制奔≠頼が堤川される。  

60．9．10 榔晰l川職文化財発抑制用地l′受i；〔三Ji・業とし、現場肌宜は山武考・1上●一学研究所へ委託。  

委託契約日の締結、訓闇用‖Ⅲは9十111二川、ら61年2ノj281こlとする。  

（氾．9．11訓奔新手。  

′■＼  

イ■ヽ  

－1・＝一   



第2章 位置と環境〔打‖凶〕  

節1節 自然環境   

樋越遺跡は前橋市元総社叫一に所在し、匝l鉄上越練新前橋駅の北ソノー約1kmの他山に位階する。  

本遺跡の立地する前橋台地は、前楠市の晰ノLほlほ■1．㌻めるほぼド損な洪相台地である。台地北西  

部の清畏地域は榛動1l束耗斜面の移行部を形成し、條名Il．llいに源を発する中小河川が台地を緋  

長く分断して微高地を作り上げている。遺跡は榛名11t水系の斗池川とノし幡川に挟まれ、南東に  

流れる両河川がこの付近で流路を南カに眼り、井池川は染谷川に合流し、八幡川は利根川に併  

行して流れる。   

遺跡の南約150nlには国道17号線が起り、ノ矧非＝ま市街地化されて、旧状をみることは倒靴で  

ある。調査区は、旧水l刑面より約80cnlの盛土によって址められていたが、水仕＝二適した湿潤な  

土地であったらしい。東方は牛池川や染谷ノl】によって形成された高燥な台地となり、畑地が止こ  

がっている。■西方1kmには利根川が流れ、現利根川氾濫脱力†存在する。標高は旧水田面で  

約111nlあり、東南に績やかに傾斜している。  

■■  

第2節 歴史的環境   

樋越遺跡周辺は上野国府に近く、古代上野堰1の政治、文化のl■トL、地として発達した先安な地  

域である。l朴係する遺跡が漉密に分布するほか、縄文、弥牝時代の逝跡も多い。   

純文時代では、下東西、清里陣場、庚塚、国分墳の各遺跡が知られているほか、国分寺ロコ刷  

地域遺跡では前期・中期の住居址が発掘されている。   

弥生時代では、国分寺中側地域、下東西、正剛寺、日高遺跡などで住居址、水田址、方形㈹  

溝塞、館跡が検山されている。   

古墳l隈代には、初規則の横穴石室をもつ王山1！灘をはじめとし、東国でも有数な古墳群の1  

つである総社古墳群が遺跡地の北約2klllに存在する。総社二子山了！潮を筆頭に終末期の古墳で  

ある宝塔山古墳、蛇穴山古墳が知られている。   

奈良・平安時代になると上野国府、上野国分イ瞑シ1、上野国分足寄、さらにIt卜王廃寺の建設と  

あいまって、当地城は上野国の中枢地域としての様相を帯びてくる。これとイさl！って周辺に大規  

模な集洛が出現し、清±l！陣場遺跡、‾F‘東西遺跡、国分寺l一日用地城遺跡、柚木遇跡、国分境遺跡、  

中尾遺跡、鳥羽遺跡などで、奈良・平安嶋代の集落が検州されている。本道跡の西方約350111  

の台地に元総社明神遺跡が存在する。  

′一   

一 3 ▼－－  



：lヽ  

1000 よ0（〉○ ユ…  

1．樋越追跡 2．消却い陣蟻追跡 3．長久保追跡 4．総社桜ケ丘遺跡  

5．庚Il‖家追跡 6．清里南部・「Il梅迫跡 7．下火押遣跡 8．柿木遺跡  

9．総社二十l＝ハ墳10．愛宕山11γ墳11∴言くl勘】17リ賞12．蛇穴Il砧明  

13．速見山一古墳14．国府境遇跡15．11ほ凋誹16．国分憎寺  

17．l五Ⅰ分＃巾l肛阻域遺跡18．図分佗寺19．王l吊1湖 20．閃決勝出跡  

21．元総社明神追跡 22．梅羽逝跡 23．小ノ宅追跡 24．正軌寺追跡  

25．l用1追跡 26．人八木逝跡 27．国府推定地域  

弟11茎l柚越遺跡とその周辺  

－ 3 －   



第．3ホ 調査の経過  

第1節 調査の方法  

本訓奔は前柄†け教子f委‖会によって行なわれた．淵榔肌宜に北づいて党据備肋を決定したu 対  

象面積146Ⅰ．6‖12のうち、†＝1！の建設される．軋奔区東邦のこう0（）】11伎骨油闇肋し、．粧申場棚の建つ  

西部1801112をトレンナによる仰㍉i．だ調奔とした。馴奔lきこは10‖1叶ノノ■のグリッドにlメニ分して、南北  

方向の川端はりアルファベッドでa・1）……、火刑ノノIrりを北葺Jはり糾・1」牧r■トで1・2・3とし  

た。溝は肌査区の南端、北端．けjよびl■い火で二川用瞭を行なった（）牡卜小の遣物は【・描して取り  

上げ、包合凧 トレンナの遺物はグリッドで取り丁．げた。  

ノ■■  

第2節 標準上層 〔第2図〕  

本遺跡ではIJで導からl1【伸子までの株畔二卜J・パを仰認した。布侶は次の通りである。  

l柄＋〔伏白色〕近代のI．鳳土－」  

‖回 目雄）也〕肘水川の川作二卜。締まり、柚件イrり。  

日柄 〔赤隅色〕恨化鉄を帯びたIl■Ⅰ水‖の川作二卜。締まり良  

好、相性不良。  

1V屑 〔伏陶色〕蛇行の人きい砂を多く合む。やや恨化鉄を  

・7；l：びる。l′l也の畔イほ徽㍉＝二合む。締まり、柵l牛良如■。  

V桝 〔伏裾色〕（1V桐より㍍色）自也の頼れを少擢合む。  

締まり良好、枇l丑不良。  

1／伸さ 〔小潮推〕仁l也の憤汀】●を微榊こ合む。締まり、鮎伸張  

虹J  

ll川弓 〔典tl也〕砂丹lう。締まり、柵性1りk。  

l1】1屑 〔l州火裾色〕砂泥朋。締まり、相性良好。  

I」：111．465111  

皿  

′■   

Ⅵl  

第2図 俳隼」二屑  

第3節 調査日誌抄   

調査は昭利60年9ノ三j171二lから11ノ：j131二】にわたって矢施した。   

9月17［I衣士別ぎを閻始。  

9月20日 排二】1場所が少ない裁、衣土剥ぎを－－北川‥析。  

9月27日 確認作業を聞始するが、湧水が多く作業が進捗しない。  

10月31二】川；水をしながらトレ湖北側の州り‾卜げを行なう。  

10月81二】1サ湖南側の州り下げを行なう。  

一 4 －  



1（川16ll調査lメニ11り上にサブトレンナを  

州る。－卜肱を粧払）  

】0ノ＝711土址の裾り▼卜げを行なう。  

10ノJ23Il二Il肱の州り‾卜げを終了（  

1（川24l1也合朋の州り－卜げを行なうい  

10ノj301＝Ⅰ也丹l・・亨の州り‾卜げを終了（〕  

トレンナの価認イ乍業l肌f了。  

l（川311三Ⅰ木調奔部分の調奔を終jノ。  

11ノjll二Iトレンナ部分の衣二卜剥ぎを両  

肌。  

l川5日 トレンナ部分の表土剥ぎを終  

了。  

11月8日 トレンナ部分の調査を終γ。  

11月13日 性め戻し作業を行ない、樋越  

遺跡における余聞証終r。  

■■＼  

第3トレンチ 第2トレンチ  第1トレンチ  

ベ■ヽ  

／一々亨′  

■ 10111  

・十  

第3凶 遺跡全休図  

ー 5 一   



第4車 検山された追桃と遺物   

第1節 満   

〔第4図、第1衣、図版l－2、2－1〕   

1サ溝は、朋査区の来描せ南北にハく柵で  

ある。溝の東側が脚力瀾相互城外のため、溝  

の仰は不明であるが、発捌範囲1ノ」では柵の南  

端で幅2．5‖l、探さ約0．9111である。桝両は  

r一州Jに段をイ】－し、底部は射lラをHする「）  

ll±t水lI川iの和賀」二屑より刷り込まれ、往㌔色  

の泥屑に達している。覆二Lは、砂泥の屑から成  

り、酸化鉄を帯びた屑が多く兄′受けられ、溝  

の中にさらに帽60c川、探さ45cmの小溝と、幅  

45cIll、探さ25cmの小満が形成されている。覆  

土l・いから非‘附こ磨滅した二l二端の小片が検＝さ  

れた。   

遣物は土師器、須恵岩㌫陶署㌫磁器、瓦、  

了】丁践など、寸lイじから近代に及び、磨滅した状態  

で州土している。須恵岩射二はJ不、差、幾など  

の器種がある。土師端は特に磨滅が激しく、  

器種を識別しにくい  

±】l川・87‖1  △′  

‾＼＼、－、、、、＿＿  

う  

1屑 〔球場色土）璃化鉄を滞びた  

締まI）粕件不良  

2層 〔赤棉色二1二）権化鉄を涌びた▲  

締まり、頼朝なし。  

3層＋〔邦礪也二l：）泥層＋締まり良  

相性ややあり  
4層 （赤偶色二1二）椴化鉄をプ巨裾二  

た砂泥 粒径の大きい砂を多  
む。締まり、相凧・不良  

5屑 〔灰補色二l：）酸化鉄を怖かに  

た砂さJ丘 締まり、†JI性不良  

6屑 〔明快相通」二〕砂泥桐。縛り  

相性不良   

7層 〔殿色土）砂層。締り、机ま  

粘性不良。  ものが多い。7！丁践は、  

永楽通宝と寛永通宝  

の2点である。また、  

極めて新しい木枕と  

竹杭が31本検山され  

た。杭の先端は鋭角  

に削られ、底部の黒  

色泥層に打ち込まれ   

ていた。溝の幅カゞJヱこ  

くなる南側に集中す  

る。  

′一   

■‾  

⑳－①二う  

⑳－⑳′l   

‥ 杭の出土位脛  

211l  

第4図 1号溝・同～．1巨1二遺物   

6 －▲  



弟I来＋1号溝■lI＝▲．遣物れ■椚甘衣  
ii川二（州）  

縮け  ㍑昔  仲   扶 l   ㍗昔Jl；の姉徹   lノ畑山け幣形   ①色調⑦焼成③桟／Jてt珊i．仁  

（訓鉦ぢ 

札■．l．（㍑諾   l】ll（）   l】拍J用ヤや外J文√ l‘Jク＝普凋ん   ‖ク＝解けZ。  ①伏色（計屯元（∋】／5（D？●．＝卜の  

媒をイ†しい  
爪H．2  

l】一－  ＝ク＝用引払  ①柚’他②i顎元③作郁‘卜端－  

Z  外面の解彬  ①密   

吠】l．8  

鈍  ノk鮎！ム：  

・l  ■  鈍  籠ノkjl力て  

第2節 土拡   

〔第5・61刻、弟2衣、図版1－1、2－2〕  

仝域でlニ川壬の二仁砿を横川した。   膚＼  
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∧′ 叫‡〔几Ⅷ沌l〕  
け‖リバ札く．l’l色  

のIF一丁i・撒【古こ含 －  

L・。締りい1 り．  
作中サト軋  

八1川＝J・－・机色l〕     11“Jリ 

．－】．圧L  

J】頼ボ笥■】  

ノ！  ′  

＼ J  
川野i㌫㌣蒜‡り帖  2サ土拡  
作木肌  

二川‡〔．■l川ユ色l．〕   

†JI＝巨。棉Jlj、   
†Hl†rリ  

′く！  

3号土肱   

＼  

4′ 。  

11＝」㍑】l   

∧   ∧′  ∧  

lィl  

1－り・土拡  

二   

ニ  

‾し＿「  

6サ土拡  

‾し†  
7サ土拡  

■二  

耐㍉1  

一琶7  
〕一   

11“（11川ユ色り 仙餌場く、【   
色グ）lたイ】1・微Fl＝二合L∵lわ1  

り〃り．＝汗いい卓不■l。   

9号ニヒ拡  

・；′   

－－．●「つ－、  

8号土拡  

＼、  

′  

、∧   
1屑〔．・lⅧ地t）…紺札・－，く   
1‘】也グ）l＝パパ裾甘に合t・。   
摘まり†l■り．IJ，性やや不良  

2屑（」l．li也t）抄軋挿1り  
4号土拡∴■－■晶■不貞こ  1111＝伽  1川＝げm  11＝ト77■l1  11＝）．77‖  

∧  八’  ∧  ′  4  △．′  ∧  冬′  

「＿⊂r  

13サ土拡   
エ‖1 
－－ 1       掴・＝12号土拡  

第5図」二拡  

ー 7 －  



1サニ∪広：不贈形をさ1！し、殿上は3屑から成る（，3廿＝山こ次いで遣物が多いが、全て磨減  

した小片である。   

2－り・二＝広＋斗・＝形で、サブトレンナによって抽≠りを切られている。覆二1二は、H糾色土（粗祥  

が荒く、仁l也の膵石を微量に合む。）である。離滅した土「＝律詩、須恵端の小什が少競＝二卜した。   

3†ゴ▲二】二拡 不整形を呈し、輔西は捕乱によって切られ  

ている。覆土は江㌔隅色土（白色の畔ホを微量に含む。）  

で、焼二】二の散乱が認められた。遺物は二】二肱の中で最も多  

く、土師器、須恵器れが多数＝十した。土師端はj一イこ、盤、  

滞手の鮒1■などがイ／り、遺物のニト休をなしている。   

4寸土肱 杓＝形をチ1ける。捜」二は≠．しち糾也二卜と㍍色斗  

である。遣物は磨滅した．・＝帥帯、勿て徳こ岩詩什が怖かに川二】二   

している。   

5号二Il拡 祥20c川のll川壬をブlもし、捜二Ⅰ二は㍍桐色二1二（粒  

径が荒く、自也の峰子丁を徴用に含む。）である。磨滅し  

た」二伸器の小汁が数点川土した。   

6サニ】二砿 杓Il川手を呈し、捜」二はプ、‡．鼎血二l二（粒径が荒  

く、白色の瞳石を微掃に合む。）である。   

7号ニl二拡 ＝形を呈し、捜土は㍍初色土（粒径が荒く、   

8寸土肱lリ形をさ1与し、捜土はH靭色二卜（粧径が荒く、  

町－≦ ■，‘・・－，7  

※け＝rliの収・1．出仕は扶は昭文たけ   

む記し∴二。  
′■■  

2  

（ 珊  

第61夏13号二＝鉱山」∴遺物  

白色の軽石を微甜こ合む。）である。  

白色の峰石を微量に含む。）である。  

遺物は離滅した土師告、須恵帯片が少駕である。   

9号」二拡 柿lリ形を！iとし、軋卜は出初色十である。二＝帥端、勾’軋Ⅷ紺・が化かに川土した。  

10－り・二J二拡 隅九ノノ形を－i！し、寺婁」二廿里視色二】二である。  

11サニ1二砿 杓lり形を呈し、覆二l二はH隅色土である。離滅の激しい土師端片が数点‖1土した。  

12寸土拡lり形を呈し、覆二llはプ．‡．㌔糾也ニヒ（粒祥が荒く、白色の略ホ引徽Il二に含む。）  

13号二】二砿 用＝形を呈し、覆土は㍊槻色土（粒径が荒く、白色の瞳石を微量に含む。）であ  

る。磨滅した土帥告、ガ拙こ㍑ニ川‘が少競＝二1二した。  

／■■   

第2表 3－り▲二1二拡＝二Ⅰ二j則勿糾賓雲水  

岬位（ぐm）  

計り・  ～謹  仲  扶 ‡ltニ   帯彬の特徴   柚rliの幣ザ乏   け‖rliの楷形   ①也．調¢〉税収③城／ー：（む始．l二  

⑤臓ぢ・   
土師器  Il －－  砥部ノいlて0   †柏；卜端へラ削り。  什部楢′．撫で。   ①赤隅也◎酸化③休部■ト一端－  

りこ  吠輔車明。   吠耶ヘウけでき後、  吠部】／3④才一＝：の紗f．ンを合む√ノ  

蛛施状昭文を施す。  （9げ号滅人。  

ヒ帥帯      九収の戒耶と作郁の境  †椚lで。   楢撫で。   ①赤糾也②酸化③冊戎－J在郷   

2  棺  u  1／4①砂fよ多し⑤購滅人。   

匹   

一 8 －  



第3節 遺物包含層   

〔第7・8図、ほ川反l－3、2－3－12〕  

（l－3グリッドとc・－3グートノドを小心に奈良∴ヤ安時代の追物がノ（掃に川上した。粧刊川iミ  

牲卜屑を基準にすれば、‖朋、…朋カ、ら仰カ、ではあるが非′．酢に椚減した上「肛器の小什や近代の  

磁け昔などが＝二卜している。1V叶・づ、V研からも二＝軒端、須恵帯片が肌滅したニ1人態で＝上している  

が、Il・‖屑よりも川二仁量が多い。近肛、道代のl称鵜祁も放∴1．・二■l＝」二している。V川乍の小より遣  

物の人部分が州土し、（1－3グリッドとe－3グリッドに架申している。二＝帥端、須恵器は散  

．軋状態で川二卜し、桝滅が見られる。＼l川・づからは紆l二の遣物が川二I二するが、川屑からは仝く侶二l∴  

しなかった。遣物は土師パ、タ1’地こ音詩がニi三体である。  

ベ■ヽ  

弟7図 包含ノ射＝」二道物（1）  

－ 9 －   



（）  1（）C仇  

≡上  ノ  

第8凶 包合州1＝二遺物（2）  

／一  

甘位（cllり  第3表 包含ノ削＝士道物糾察衣  

肺号   
器用  

外Iniの整形   け＝「liの整形   

（D色調（む焼成③域イ／：庄）胎土  
盲ノ： jlし   帯形の抽徴  

川二L地点  ⑤備考   

二＝帥郡  ll】2．2   緩やかな九吠。休部と  附町F端ヘラ削り。  撒‡撫で。   ①赤栂也②酸化（勤ほほ完彬  

杯  ④砂粒・礫多し⑤椚減メ   
（t－3（；  

二l：帥器    I13．0  休部とll斉戎部を回する  胎二上の流れから11ク‖  不lリト   ①赤槻色②酸化③ほほ完形  

2                 杯  ①砂粒・礫を含む（釧用扶   

e－3G  下端ヘラ削り（，  

餓恵端      朕糾が拭く、休部し川」：  りク口軽形。   lほ郎l＝椚撫で、，   ①伏色（Di宅元③l／5  

3                 祢  Q）黒色超多し   

e－3（；  調整。，  

須恵描      †1柑ポカ埴線rlりに、ンニら上  Uクロ紫形（ lJク1J整形〔   （訓吼伏色②還元③Ⅰ／5  

杯  砥郁u回転ヘラ切り来  ①砂拉多し⑤内面伏かぶり   
し、－3（；  調整。  

－10 －   



＝rlj糸  ‖クIJ酎一之い へり射さ  ①外Irlrりく川上地、l／肌用黒色②  

5  作刷卜■端【・り中ノ三ヘウriりり。  

王9．0   吠邦u回むヘラ削り。   

＝仲井  l】 t（い）   休抑止やゃl人Jうっして  ＝クIJ幣J一之。   ヘラげ亡き。  （DJノ紺地（訓宣化③1／′t  

例  J姑附・怖凍切り有粧‰  ④砂拉を合む⑤l人用．！  

し〉－ニ与（；  

川山系   ＝ク1J酬一之。  1＝ン‖暫川女  （餌付‖み氾②備化③】／2  

りこ  （か細′：多し①削減   

11一二i（；   

ヒ帥系  短い．甘わをハ■すし，   1トクIJ幣丹之Ilt附‖】わミ  撒一書で。   ①亦削色・伏侶也②鮭化  

8  糸切り人．凋幣（、  （訓川；卜端－．裾圧甘／Z  

力   ¢）砂拉を合む   

H【lj糸      直線的主≠く‖㍉描。  ‖ク1J幣〃右，   りクIJ整ナ一之。軋附冊ノミ  （DJ大別色（釦川：（訓〃  

ロ                 焼  ヘウriりl）（）   ¢）iリ，他捏：・抄揖：多し   

L・－ニi（；  

狛想帯  ＝ク甘酢暢，   ①情伏色（参j星）1■ニ③＝如㍑l；1／12  

川   粟  （凱黒色拉礫増し   

l〉－3（；  

須根帯  ＝クけ軋払   相性で。   （Dl火也（訓那摘）州都  

1右Ⅵ触  ④砂粒多し   

（l－Z（；  

＝帥帯    23．0  【l緑部がくの↑状工  ll緑部偶作で。   相性で〔，   G）赤削色（訃腋化（卦l】緑一胴椰  

】2                 某  舛ノ文。   什欄硝狛位のヘラn川。  tハi④砂柏多し   

ぐ－3（；  

土師侶  ！】t9．6  ll緑部†椚Iで。   f封書で。   （pノノ＝肌色（釦紺：（卦l】草丈一胴郁  

11」－－ u  休部拍＝－‡のヘウ肖りり。  tハ④桝－と多し（訓昔l紆が潤い   

J／（一－  

＝帥系    19．0  11緑仙丹㌔   lJクlI整形。件酢卜端  ［JクしJ整J「之。   （D岨’用地（訓蜜化（∋l服一胴  

‖                 羽釜  抑よ紬「壬を■l与す。  に斜めのヘウ削り。  ll柑橘撫で。   郁l／′l④砂l立を合もー⑤∴次焼  

（】一3（；  成をせりる   

二l刑係    22．8  lI鯨附こつまみ目し。  ll綾部描撫で。   相性で。   ①伏日嗣色信服化③l】緑一胴  

15                 三】ニj釜  休部縦位のヘウ削り。  持・礫を打h   

ぐ－3（；  

須恵帯  l】 一－  底部から‖＝∫．垂直に  ‖ク＝解形。城椰凋む  ‖クlJ整理…。   畳元（動吠椰（む脾  

帖                 不l”  立ち．l二がる。   糸切り後、端盲ミ1ほl叶虹  

（】一3（；   ヘラ削り。   

J人相  吠ヂ附＝怖誹切り。   ロクロ整〝乏。   （軌甘地・湘．真也  

17   イく朋  ②還元③砥部け2④密   

ピー3（；   

田  九 e－3（；  小‖ノL   

第4節 トレンチ  

〔弟9図、怪‖仮1－5・6、2－13・14・15〕   

2‖1×30‖lのトレンチを東西に3本設定して相認訓♯を行なった紺来、溝7条、土肱8兆を  

検川した。2号湘は帽約2．5mで、抽北のノノ直‖こラヒる。覆二1二は溝の中火別に賞糾色土（柚賢  

←l二）、両肌カぐ砂泥層であり、レンズ状に椎椛していると考えられる。3うゴ・柵は帽約1日で、2  

サ溝に併行して南北に走る。覆二仁は砂泥で、B悍ホを充灘していた。1・8－り▲溝が2－り・溝を切り、  

6・7号柵が3サ溝を切っている。牡】二は≠、‡封甘色二】二である。14・17・柑・19七；一二】二肱は、2サ溝  

に州り込まれ、殿上は㍍観色⊥である。15・21号二】二肱の覆二1二も同じであるが、14－り・土肱は、灰  

色砂泥を覆ニヒとしている。  

ー11－   



り  山川  
．－1．・－． 

l 」   

第9【巽】トレンナ‖二11遣物  

′■■  

第5章 ま と め  

剰胴ナ．用吊骨仙朋偽明l夏城と、トレンナ3本による碓認制査のl亘他の2つに分れている。仝  

而訓奔の区域からは抽北に走る満と土肱が、トレンナ訓奔の部分からはやはり南北ノノー1りの満と  

二1二肱が検＝された。伴山道働の多くは■廿椎楯の疑いが濃く、上帥端、須徳こ器、叶】世陶㍊などを  

もって遺構の11測ほ抑定することは、かなりl朴経である。  

1芳溝は、Il】水川の対日′l三土より州り込まれている引から、極めて新しい川水路と旭われる。  

溝の上州こはI11水11Ⅰの川什土が約10c川椎耕し、その後約80c‖1の盛土によって埋め正てられてい  

る。満点水川が焼栗される以前に理没していたと想われるり   

土址は、時期を決定するのがl困珊である。3寸土址の覆二卜には、焼ニLの散乱が盲i．だめられ、遺  

物も多い。遺物は、8匪紀代のものであるが、加減が激しく、流れ込みの‾‖用捌≠が潮い。   

包含屑の遺物疇相加ル1人態で川土し、椚減が見られることから、流れ込みとも考えられる。樋  

越遺跡の叫ノJ●約350日の台地には元総什明神遺跡がイJ二在し、ヤ安時イじの伴侶址が職州されてい  

る（訂1）。また、本道跡川辺はl！－イし卜粗餐Jの小心地であることから、本道跡のナIJ・出二も奈良・  

さド安l甘代の遺構が〟在寸ると考・えられる。  

／一   

1 元総社明神追跡1 1983  前楠高教骨頂‖会  

ー12 一  
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図版1  

1．本調査区全景   2．1号溝完棚状況  

3．包含屑出物山二l二状況  4．土肱完棚状況  
、   

6．3号鵜・16号土拡碓認状況（節2トレンチ）   5．2号溝相認状況（節3トレンチ）  



図版2  

1（1W－2）  

：う（包含屑一1）  

ノ■■  

6（包含屑－5）   5（包含屑一′l）  

ノ1（包含屑－2）  

8（包含屑一〔））  

7（包含研一7）  

9（包含屑一11）  

12（包含Jf卜16）  

10（包含朝一13）  

11（也含屑一14）  

15（トレンナー5）   

13（トレンナー1）  

14（トレンナー4）  
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